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第１章 序論 

1.1 研究のフロー 

             

                  ↓ 
             

                  ↓ 

             

                  ↓ 

 

                  ↓ 

             

             図 1.1.1 研究のフロー1.2 背景 

 現在、全国の在留外国人数が増加し続けている。一方で、つくば市内の在留外国人数も 

1980 年から増加しており、2019 年 3 月時点で約 9500 人が居住している。この人数は市民

の総人口の約 4％にのぼり、全国の総人口に占める全国の外国人数の割合と比べてもかなり

高い値である。また、市内の外国人の居住地域を調べると、筑波大学周辺や駅周辺など私た

ちの生活の身近な場所に密集している。しかし、増加している市内の外国人にまちは対応で

きているのだろうか。市内のイベントで在留外国人を対象に、つくば市が調査を行ったとこ

ろ、回答者 88 人中 37 人が「日本語がわからない」と回答している。 

1.3 目的 

我々の生活の中で外国人が密に関わるようになった現在、つくば市に住む外国人がより

快適に過ごせるようにしたいと考えた。つくば市の外国人居住者を対象とした調査から、現

在日本語に困る外国人が多いことが明らかとなった。この結果を踏まえ、外国人が日常的に

使うお店に焦点を置き、お店での問題とその改善方法を考えた。 

背景 目標・目的 

仮説 

調査 

提案 
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第２章 本論 

2.1 仮説 

私たちは『留学生のアルバイト店員が外国人客の助けになりうるのではないか』という仮

説を立てた。この仮説を検証するために以下の 3 点を、外国人へのアンケート調査と店舗

へのヒアリング調査で追及した。 

① 外国人はどのように困っているのか 

② 店はどのように対応しているのか 

③ 留学生アルバイトによって解決できるのか 

 

 

 

図 2.1.1 仮説設定のイメージ 
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2.2.1 仮説検証①：留学生はどのように困っているのか 

これまで上げた仮説を検証するため、仮説検証を三つの段階で行った。仮説検証 1 では、

つくば市に住む外国人居住者が日常生活のお店の利用時にどのような場面で困っているの

かを調査した。また、調査するお店の業種は、予備調査を行い、1.外国人のお客さんが多い

2.今後留学生雇用の可能性があるという理由でファミリーレストラン、コンビニエンススト

ア・スーパーマーケット、アパレル店の三つ業種に絞った。調査概要は以下の通りである。 

 

表 2.2.1 アンケート調査概要 

目的 つくば市の外国人がお店で、どう困っているかを知るため 

質問対象 つくば市在住の外国人 

方法 Google フォーム 

サンプル数 外国人：60 

主な質問内容 ①どのような場面で困るか 

②業種ごとに困る頻度 

③店舗側に言語対応の改善を望むか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.1 メニューや商品に表示されている言語が分からず、困ったことがある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.2 店員の使う言語が分からず、困ったことがある 
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図 2.2.3 改善して欲しいですか 

 

図 1・図 2 では、つくば市在住の外国人に業種ごとに店舗で困る頻度を「いつもある」「よ

くある」「時々ある」「ほとんどない」「全くない」の五段階で聞いた。結果を見ると、ファ

ミレス、アパレルで困る人はコンビニ・スーパーに比べて多く、5 割ほどいた。コンビニで

困る人は他の業種に比べると少なかったが 4 割程度いることが分かった。また、・表示され

ている言語が分からず、困ったことがある。・店員の使う言語が分からず、困ったことがあ

る。という 2 つの場面についてそれぞれ困った頻度をアンケートしたが、場面ごとでの大

きな違いはなかった。 

次に、店舗側に言語対応の改善を望むか聞いたところ、ファミレスは 70.0％、コンビニ・

スーパーは 53.3％、アパレルは 58.3%もの外国人回答者が店舗側に言語対応の改善を望ん

でいることが分かった。 

仮説検証１.の結果として、困っている人、改善を望む外国人はどの業種にもある程度い

ること、また今回調査した業種の中では特に、ファミレス、アパレル店にて困っている人が

多いことが分かった。 
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2.2.2 仮説検証②：店はどのように対応しているのか 

仮説検証 2 では店舗側は外国人客に対してどのように対応しているのかヒアリング調査

によって検証していく。 

 

表 2.2.2 ヒアリング調査概要 

目的 店舗側の外国人顧客への対応、および留学生のアル

バイト雇用について店舗側の考えを把握するため。 

調査対象 ファミレス、コンビニ・スーパー、アパレル店  

各業種 6 店舗ずつ、計 18 店舗 

調査方法 ヒアリング：16 店舗 

電話対応：1 店舗 メール対応：1 店舗 

主な質問内容 ①外国人の来店頻度はどのくらいか 

②現在の外国人対応状況に満足しているか 

③現在、外国人客にどのような対応をしているか 

  

ヒアリング調査の結果店舗ごとに外国人対応に関して考え方が違うことが分かった、そ

れぞれの特徴ごとに分類にわけ、考察していく。外国人対応の考え方によって店舗を分類す

ると、下のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.4 ヒアリング調査結果のパターン 

 

A． 外国人の顧客が少ない場合について 

A に分類される店舗は外国人の来店が少ないため、組織的な対応をしなくても現在の状

況に満足していると答える特徴がみられた店舗である。これらの店舗の特徴として駅や

大学から離れている特徴があげられる。そもそもの外国人の来店が少なく、組織的では

ない現在の対応状況にも満足していることから、サステナ班による改善の余地はないと

考える。 
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B. 外国人の顧客が多く、対応の改善を検討 について 

  B に分類される店舗はファミレスに 3 店舗、アパレルに 2 店舗あり、外国人の顧客が

多く、外国人対応の改善を検討している店舗である。B に当てはまる店舗の特徴として、

外国人対応に対して組織的な対応※を行っており、その対応にかんしてさらなる改善を

考えている店舗であるという特徴があげられる。 これらの店舗の対応の改善にはサス

テナ班が唱える留学生アルバイトによる改善の可能性があると考えられる。 

 

C. 外国人の顧客が多く、現在の対応状況に満足 について 

  C に分類される店舗はファミレス 2 店舗、アパレル 2 店舗、コンビニ 3 店舗の合計 7

店舗で、ファミレスやアパレルではメニュー、キャンペーンポスターの外国語表記での

対応。コンビニは大学近辺なので外国人客でも、日本語が話せる留学生客の割合が高い

ので現状の対応に満足しているという特徴がみられた。また、C に分類される店舗では 

 

   

組織的ではない対応、つまり店員のその場での臨機応変な対応をしている店舗が多く

あることが分かった。C に分類されている店舗は現在の対応に満足しているにも関わら

ず、外国人に向けて行ったアンケートの結果では、店員の話す言語が分からず、困る外国

人が多かったことから、こちらもサステナ班が唱える留学生アルバイトによって留学生

アルバイトの改善を行い、外国人客の満足度を上げられる可能性があると考えられる。 

 

※組織的な対応について 

店舗において外国人対応がその場の臨機応変な対応でなく、対応の仕方が形と店舗を

組織的な対応があるとした。 

 

表 2.2.3 組織的な対応 

ファミレス ・タブレットによる通訳 

・メニューの外国語併用 

アパレル店 ・外国人顧客を意識した接客 

・注意書きに外国語併用 
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＜仮説検証 2 のまとめ＞ 

 

表 2.2.4 外国人対応まとめ 

 外国人客の来店頻度・特性 特徴 留学生バイトによ

る改善の余地 

A 駅や大学から遠いので外国人

客は少ない 

組織的な対応はしていな

い。現在の対応状況に満足 

あまりない 

B 多い 外国人への接客に組織的

に取り組んでいて、さらな

る対応の改善を求めてい

る。 

ある 

C  多い。コンビニは大学が近い

ので日本語がわかる留学生客

が多い。 

現在の対応状況に満足し

ている。コンビニは組織的

な対応をしていない。 

ある 

                                         

仮説検証 2 の結果として外国人客が少ない店舗とコンビニ・スーパーでは組織的な対応

はなく、現在の対応に満足していて、対応の改善は考えていない。ファミレスやアパレルで

は外国人顧客への組織的な対応があり、その改善を希望する店もあった。 

したがって外国人顧客が多いファミレス、アパレルの中で、・対応の改善を検討している

店。・現在の対応に満足しているが外国人が対応改善を求めている店。に関しては、留学生

のアルバイトによって対応が改善できる可能性があると考えられることがわかった。                    
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2.2.3 仮説検証③：留学生のアルバイトによって解決できるのか 

仮説検証３については、店の視点と留学生の視点から分析を行った。 

 

（１）店の視点から分析 

まず、「留学生のアルバイトを雇っているか」や「留学生を雇うことに対して抵抗や期待

はあるか」をヒアリング調査で聞いた結果、店ごとに留学生雇用についての考えに違いがみ

られた。その１８店舗の考えは以下の３パターンに分類される。 

 

・日本語で日常会話ができれば、期待する能力は日本人と同じ（該当：１２店舗） 

・日本語で日常会話ができる上で、多言語能力の発揮に期待する（該当：５店舗） 

・過去の経験から、外国人の方を雇うことに抵抗がある（該当：１店舗） 

そこで留学生の日本能力について、それをはかる日本語能力試験（JLPT）に着目した。 

 

表 2.2.5 日本語能力試験のレベルとその目安 

 

 

 

 

 

 

 

日本語能力試験では５段階のレベルがある中で、一般に、上３つの N１から N３を持つ

人は日本語で日常会話ができると解釈されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.5 日本語能力試験の資格を持つ留学生の数 
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留学生の資格所有状況は実際に、アンケートで N1 から N3 を持っている留学生は 57 人

中 33 人であった。つまり、日本語で日常会話ができるような留学生は 33 人いるというこ

とである。このアンケート結果をもとに、筑波大学の留学生数 2457 人として考えると、

1380 人もの留学生が日本語で日常会話が可能であるということであり、その割合は約

56％にもなる。つまり、多くの留学生が十分な日本語能力を持っているといえる。 

 

次に示すグラフは、留学生の多言語能力についてアンケート結果である。 

留学生 57 人中 33 人が N３以上を持っているが、日本語だけでなく英語や中国語ができる

といった回答者が多いことが分かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.6 N３以上を持つ留学生の内訳 

留学生のうち、日本語が日常レベルかつ英語か中国語の少なくともどちらかは話せる人

は 51％を占める。 

次の表は、つくば市の外国人の国籍別人数のうち、英語が通じる国と中国語が通じる国の

人数を示したものである。つくば市には 9644 人の外国人が居住しているが、その中でも英

語が通じる国と中国語が通じる国の国籍を持つ人数を見ていくと、 

英語が通じる国：2094 人 

中国語が通じる国：3497 人 

が居住しており、留学生が英語と中国語ができることで約 5500 人をカバーできる。 
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英語が通じる国 つくば市の人数

インド 444

フィリピン 428

スリランカ 292

アメリカ合衆国 218

バングラデシュ 147

パキスタン 121

イギリス 70

マレーシア 61

カナダ 57

ガーナ 37

オーストラリア 37

ナイジェリア 25

ケニア 19

カメルーン 16

エチオピア 13

モロッコ 12

スーダン 12

タンザニア 11

ニュージーランド 9

シンガポール 7

ウガンダ 6

アンティグア・バーブーダ 4

イスラエル 4

南アフリカ 3

ルワンダ 3

ジンバブエ 3

フィジー 3

ジャマイカ 3

バーレーン 3

エリトリア 3

シエラレオネ 2

ザンビア 2

サモア 2

ドミニカ共和国 2

パプアニューギニア 2

キプロス 2

クウェート 2

ブルンジ 1

ガンビア 1

ガイアナ 1

レソト王国 1

南スーダン 1

アイルランド 1

ソロモン諸島 1

トリニダード・トバゴ 1

バヌアツ 1

合計 2094

中国語が通じる国 つくば市の人数

シンガポール 7

台湾 265

中国 3225

合計 3497

左：表 2.2.6 つくば市在住の外

国人における英語が通じる国

出身の人口 

 

右：表 2.2.7 つくば市在住の外

国人における中国語が通じる

国出身の人口 
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（２）留学生の視点からの分析 

留学生のアルバイト状況 

アルバイト経験についてアンケートを取ったところ、「アルバイト経験のある」留学生は

57 人中、36 人であった。また、「アルバイト経験のある」留学生に対して、現在のもしくは

以前のアルバイト先の業種を尋ねた(複数回答可)。その結果、コンビニでのアルバイト経験

がある人が 8 人という結果となり、最も多くなった。 

  

  図 2.2.7：留学生のアルバイト経験    図 2.2.8：留学生のアルバイト先(アンケー

トより 

 

次に、ヒアリング対象の 18 店舗でのアルバイトの雇用状況を示す。左軸が各店舗の雇用

している総アルバイト数を、右軸が留学生アルバイト数を表している。紫の折線部は総アル

バイト数に占める留学生アルバイトの割合である。結果より、一部店舗への留学生アルバイ

トの集中が見られる。一方で、留学生のアルバイトの雇用が全く見られない店舗もあった。 

 

図 2.2.9 ヒアリング対象店舗のアルバイト店員総数と留学生数の割合 
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留学生がアルバイトを決める要因 

留学生がアルバイト先をどのようにして決めているのか、アルバイトの情報源及びアル

バイトに求める条件について、それぞれ尋ねた。 

 

 まず、アルバイト経験があると回答した留学生(N=36)及び日本人学生(N=53)に、そのア

ルバイト先の情報の入手経路を尋ねた。その結果、日本語能力と比較し、留学生は知人から

の紹介の割合が高く、一方 WEB サイトによる割合は、日本人学生比較して低くなっている。 

 

 

図 2.2.10 留学生と日本人学生のアルバイト情報の入手経路(複数選択可) 

 

 次に、アルバイト経験のない留学生(N=21)に、どのような条件であればアルバイトをし

てみたいと思うか尋ねた。その結果、「日本語能力が上達する」、「職場の人間関係が良好」

と回答した人が多かった。 

 

図 2.2.11 留学生がアルバイト先に求めること(複数選択可) 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80%

知人の紹介

店のポスター

ウェブサイトを見て

つくバイト

大学の掲示など

0 5 10 15 20

日本語力が上達する

職場の人間関係が良好

学業との両立ができる

家から近い

賃金が高い

自分のほかにも留学生がいる

社会勉強ができる

教育体制がしっかりしている

紺：留学生(N=36) 

青：日本人学生(N=53) 

N=21 
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仮説検証③のまとめは以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2.12 仮説検証③のまとめイメージ 

 

 

①：店側の留学生アルバイトに対する印象 

 留学生アルバイトに対して、「日本語で日常会話ができれば期待する能力は日本人と同じ」

と回答した店舗、「日本語が日常会話できてかつ多言語能力に期待する」と回答した店舗が

あった。つまり、留学生に対しては「日常会話程度の日本語能力を期待している」といえる。 

 

②：留学生の言語能力とアルバイトの実態 

留学生の日常会話程度の日本語能力を調査した。その結果を筑波大学の留学生数で拡大

すると、十分な数の留学生が日常会話程度の日本語能力を有しているといえる。 

 次に、留学生のアルバイトへの認識を調査した。以下がそのまとめである。 

 

 ・店舗間で留学生のアルバイト雇用数に偏りが見られた 

 ・留学生は知人による紹介でアルバイト先を決めている 

 ・日本語能力の上達を望んでいる、また職場の人間関係を重視する 

 

 留学生はアルバイト先に対して、人間関係や自身のスキルアップにつながるかどうかを

気にする。そのため、表面上しかわからない WEB よりも、信頼できてかつ実態を知ってい

る知人にアルバイト先を紹介してもらうのではないだろうかと推測する。 

今回の調査では、アルバイトの情報源とアルバイトに求める条件を尋ねた対象が異なっ

ていたため、それらの相関関係や因果関係を分析することができなかった。 

ヒアリング調査に応じてくれた店長さんが、「留学生は自身が持つ留学生ネットワークを

利用して応募をしてくる」と話していた。今回のアンケート設計の都合上、その真意を追求

することはできなかった。しかし、単純集計の結果などから、店舗ごとの留学生アルバイト

の偏りは、留学生間のネットワークが関係しているように思える。 

 

店 留学生 

①  

②  
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第３章 提案 

3.1 店舗側へ実習の調査結果報告 

 今回ヒアリングに協力していただいた店舗に調査結果を報告する。そのためにまとめた

報告書は付録に掲載してある。この報告書は今回の調査を見やすくまとめたものであり、留

学生雇用による店舗側のメリットが読み取れる。 

 

3.2 店舗側へ留学生のアルバイト体験システムを検討してもらう 

 調査から留学生は職場の雰囲気を重視していることが分かった。だから職場の雰囲気を

就業前に分かればアルバイトを始めやすいと考えた。そこで私たちは店舗側にアルバイト

体験システムの導入を推奨する。 

 アルバイト体験システムとは、働きたい人が就業前にお店で実際の仕事を体験、見学する

システムである。現在バイトルでは、アルバイト体験システムを導入しているお店を記載し

て応募できるような仕組みを整えている。また、マクドナルドでは「クルー体験会」として、

クルーの仕事の説明、体験をできる。このようなシステムを留学生のアルバイト雇用に応用

できるのではないかと考えた。 

 このシステムの導入の検討を、先ほど述べた報告書に盛り込む。現在の留学生アルバイト

は知人からの紹介が多く、店舗ごとに偏りが生じてしまっている。このシステムを多くの店

で採用することで、留学生が多様な店舗にアルバイト応募するきっかけになるのではない

かと考える。 

留学生アルバイトを積極的に雇って、外国人が不自由なく過ごせるつくば市を築くこと

を展望している。 

 

 最終発表後の店舗への報告及びアルバイト体験システムの提示をした。その際にいただ

いたコメントを以降で示す。 
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最終発表後の店舗への報告 

 ヒアリングを行った店舗のうち 3 店舗に、本実習で得たアンケート結果を報告し、私た

ちの最終提案でもある「バイト体験システム」についてどのように感じるかなどを再度ヒア

リングした。以下は、報告した 3 つの店舗ごとに結果をまとめたものである。 

 

1. 某ファミレス(留学生のバイトなし) 

○バイト体験システムに対して 

 前向きに検討するような印象はなかった。数ヶ国語に対応したタブレット端末を導入

する予定であり、費用も留学生を雇うより安価で済むようだ。そもそもこの店舗は立地

的に留学生のアルバイトがあまり見込めないと感じている。タブレット端末で注文を行

うようになれば、メニュー表記を改善する必要もなく、その分のコストも浮かすことが

できる。ただ、「結局は人なので」とおっしゃっており、熱意がある人であれば採用した

いと考えているようだ。 

 

2. 某アパレル店(留学生のバイトあり) 

○バイト体験システムに対して 

 近々会社で外国語対応(何ヶ国語対応かは現時点では不明)のアプリを開発・導入する

予定だそうだ。接客時、精算時にアプリを用いる。また、店舗の一存ではアルバイト体

験システムの導入を決定することはできず、本社と検討する必要がある。アパレル業界

は客とコミュニケーションを取ることが前提なので、アプリやタブレットを用いて接客

を行うのが主流になるのではと考えている。 

 

3. 某アパレル店(留学生のバイトなし) 

○バイト体験システムに対して 

 コストに見合う期待値がないと実行できない。また、こちらも店舗の一存では体験シ

ステムを導入することはできず、本部と検討する必要ある。留学生を雇いたい気持ちは

あり、N3 以上を持つ留学生に限定して求人を出せば、安心して採用を考えることがで

きる。システム自体にはとても興味を示し、体験は無給にしコストを抑え、裏での品出

しなどできる範囲で体験させられることはある。このシステムは留学生がアルバイトを

始めるハードルを下げる効果があると考えている。 

 

 以上が店舗への報告時に聞いたアルバイト体験システムの導入についての考えである。

反応は店舗によって異なるが、留学生を 1 人雇うコストと言語対応したタブレット端末を

導入するコストを比較すると、留学生を雇うコストは圧倒的に高い。研修期間も考えるとコ

ストだけでなく時間もかかるので、言語問題を留学生によって解決しようと積極的に考え

る店舗は少ないのかもしれない。 
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第５章 付録 

本実習中、下記の要領にて調査を実施した。 

 

表 5.1 本実習における調査の概要 

 対象 調査内容 

予備調査 

(ヒアリング) 
筑波大学の留学生 8 名 アルバイトに対する意識 

ヒアリング調査 

ファミリーレストラン 6 店舗 

小売業 6 店舗(コンビニ・スーパー) 

アパレル店 6 店舗 

外国人客への言語対応 

アルバイト雇用状況 

留学生アルバイトに対する認識 

アンケート調査 

(Google Form) 

つくば市内の外国人 各 3 業種の言語対応で困る頻度 

つくば市内の留学生 
日本語及び外国語の能力 

アルバイト経験及び意識 

調査結果の報告 
ヒアリングを実施した店舗中、留学

生雇用に可能性が見られた店舗 

留学生アルバイト雇用の意識 

外国語対応への今後の展望 
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予備調査 

身近な留学生に直接ヒアリングを行い、留学生のアルバイト状況について調査を行った。 

 

表 5.2 ヒアリングした留学生の基本情報 

 

 主な質問内容はアルバイトをしているか、アルバイト先はどこか、アルバイトの目的は何

か、アルバイトに満足していること、不満に思っていること、良かった経験、悪かった経験、

アルバイトをしない理由等である。 

 予備調査を行ったことで、留学生のアルバイト状況を概観することができた。その中で留

学生が多く集まる業種や留学生があまり行えない業種について知ることができた。 

また予備調査は日本語が堪能である留学生にのみ行ったので、本調査は多様な日本語能

力を持った留学生に数多く調査をすることの必要性が分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名前 出身国 滞在年数 バイトの有無

Umidjon（ウミド） ウズベキスタン 7か月 有

郭暢（かくさん） 中国 2年 有

Elizavate（リーザ） ロシア 1年間 有

JeongWon（ジョンヲォン） 韓国 1か月 無

Hyerim（ヘリン） 韓国 1か月 無

斉（サイサイ） 中国 2年7か月 有

譚翌柳（タンタン） 中国 5年5か月 有

リ・イーラン 中国 4年1か月 有
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ヒアリング調査フォーマット 
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アンケート調査のフロー 

 

 

 

図 5.1 グーグルフォームのフロー 
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アンケートフォーマット 
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29 

 

アンケート調査(Google フォーム) 

 

つくば市の外国人居住者が店舗でどのように困っているのかを調査するためにアンケー

ト調査を実施した。尚、本アンケートは外国人を主な調査対象としているため、アンケー

トは日本語と英語の両方で作成した。アンケートの概要は下の表の通りである。 

 

表 5.3 

語学力と店舗利用の関係や学生アルバイトに関する調査 

対象 つくば市の外国人居住者 

期間 2019/5/30～2019/6/8 

方法 Google フォーム 

言語 日本語と英語に対応 

質問項目 

回答言語選択 

個人属性 

言語能力 

困った経験 

アルバイトについて 
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回答者の選択言語 

 

性別(N＝95) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

  

sex(N＝30) 

 

  

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

日本語

76.6%

英語

23.4%

30人

98人

男

46人

48%
女

48人

51%

無回答

1人

1%

Man

18人

60%

Woman

12人

40%
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        表 5.4 表 5.5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

出身国(N＝98) 

 中国人の回答者は全員日本語で回答していた。 

 

 

 

 

 

 

つくば市に住んでいるか(上＝日本語回答、下＝英語回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出身国 人数(人) 

日本 1 

韓国 5 

タイ 1 

ベトナム 2 

フィリピン 2 

インドネシア 3 

アメリカ 2 

フランス 4 

マレーシア 4 

スペイン 1 

ブルガリア 1 

チリ 1 

ドイツ 1 

オーストラリア 1 

ウズベキスタン 1 

  

 

出身国 人数(人) 

日本 65 

中国 16 

台湾 5 

韓国 4 

ウズベキスタン 2 

マレーシア 2 

ロシア 2 

香港 1 

ベトナム 1 

 

出身国(N＝30) 

 

住んでいる

81

83%

住んでいないが

通っている

14

14%

住んでいない

3

3%

つくば市に住んでいるか（N=98)
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Whether live in Tsukuba or not. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職業(上＝日本語回答、下＝英語回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Living in Tsukuba

28

93%

Don't living but commuting 

to Tsukuba

1

4%

Neither living 

nor commuting

1

3%

Do you live in Tsukuba City now or do you commute to?（N=30）

学生（学士課程）

80

82%

学生（修士課程）

16

16%

会社員

1

1%

教員

1

1%

職業（N=98)

Student 

(Bachelor)

23

77%

Student 

(Mastor)

3

10%

Student 

(Doctor)

2

7%

Researcher

1

3%

Other

1

3%

What is your occupation?（N=30 ）
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在留資格(上＝日本語回答、下＝英語回答) 

 

 

 

 

図 5.5 在留資格(N＝33) 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.6 status of residence(N＝29) 

 

 

 

問題なく話せる言語(上＝日本語回答、下＝英語回答) 

 

 

図 5.7 問題なく使える言語(N＝33)(複数回答可)    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

留学

31人

94%

永住者

2人

6%

College Student

22人
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アルバイトをする理由(上＝日本語回答、下＝英語回答) 
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アルバイトをする理由（N=89)(複数回答可）
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アルバイトをどのくらいしたいと思うか(1.したいと強く思う 5.したいと絶対思わない 
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アルバイトをなぜしないのか(上＝日本語回答、下＝英語回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 2 4 6 8

日本で働くことに不安がある

アルバイトをするための手続きが分…

アルバイトの情報が無いため

お金に困っていないため
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なぜアルバイトをしないのか

（N=９）(複数回答可）
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Why you don't work part-time job now?

(N=15)(Check all that apply.)
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アルバイトをする目的は(上＝日本語回答、下＝英語回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 1 2 3 4 5 6

自分のほかにも留学…

社会勉強ができる

教育体制がしっかり…

家から近い

学業との両立ができる

賃金が高い

職場の人間関係が良好

日本語力が上達する

どのような条件であればアルバイトをしてみたいと思い

ますか（N=９）（複数選択可）
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There are other …
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The training of working is…
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You can improve…
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if it is below conditions(N=15)(Check all that apply)
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表 5.6 ヒアリング調査結果表 

業種 店舗
外国人客への対応は

満足/不満足
外国人客の頻度

外国人客の属性

・日本語能力
意識的な対応 対応方法 留学生に対して思うこと

バイトスタッフ

留学生/全体

コンビニ・

スーパー
A 満足 少ない ー なし

場合に応じて（留学生ス

タッフ含む）

１）コミュニケーションとれるといいが

人手不足のためとりあえず採用している
11/15　人

コンビニ・

スーパー
B 満足 多い 留学生→話せる なし

場合に応じて（留学生ス

タッフ含む）

１）筑波大の留学生に対しては特に偏見がない

日本語がしっかり話せればOK 10/20　人

コンビニ・

スーパー
C 満足 多い 留学生→話せる なし

場合に応じて（留学生ス

タッフ含む）

１）スタッフに求めることは、日本人・外国人変

わらない。日本語の細かいところに不安があるの

で、できれば日本人スタッフが望ましい。外国語

が話せることを利点とは特別思わない

3/25　人

コンビニ・

スーパー
D 満足 多い 留学生→話せる なし

場合に応じて（留学生ス

タッフ含む）

２）日本語での受け答えがうまくない人は採用し

ない。文化の違いには寛容に応じる。多言語を用

いた対応には期待がある

13/27　人

コンビニ・

スーパー
E 満足 少ない ー なし

場合に応じて（留学生ス

タッフ含む）

１）スタッフに求めることは同じ。日本語能力が

低ければ不採用することも。外国人の方が懸命な

印象

1/25　人

（＋一般外国人

１人）

コンビニ・

スーパー
F 満足

人数不明、毎日

は来る

属性不明、話せる

客多い
あり

水の自販機、レジの精算

方法に、英語、中国語表

記

除外）面接で判断して雇うので特に抵抗はありま

せん。大変期待している（建前）
5/73　人

ファミレス G 満足 少ない ー なし
（＋外国語ができるス

タッフ・留学生）

モラルが心配。スタッフのベトナム人同士、良い

刺激
3/34　人

ファミレス I 満足 多い 留学生→話せる あり

メニューの英語表記

（＋外国語ができるス

タッフ）

１）留学生の人手が必要。ある程度の日本語能力

があればOK。多言語能力への期待はない。
15/20　人

ファミレス J 満足 多い 定住者→話せない あり タブレット通訳

３）雇うことに抵抗あり。理由は、以前いた留学

生スタッフが不真面目だったことと、言語への不

安

0/26　人

ファミレス K 不満足 多い

ランチ：研究者→

日本人と一緒

ディナー：定住者

（？）→話せない

あり

メニューの英語表記、簡

単な英会話研修（＋外国

人スタッフ）（翻訳機の

導入検討中）

1）スタッフに求めることは同じ。日本語ができ

ない人は採用断る。過去の経験から、中国人男性

には悪印象。おもてなしの文化を学びたい人が向

いているのでは？

4/45　人

（＋一般外国人

２人）

ファミレス L 不満足 多い
会社員→日本人と

一緒
あり

外国人対応指導（＋英語

ができるスタッフ）

１）日本語話せない外国人でも裏方で働いてもら

う。日本語ができればホールも。一生懸命に働い

てくれるなら問題ない。

0/20　人

ファミレス M

不満足(満足？対応

の改善を考えている

のか、という意味で

は不満足かも)

多い
研究者→日本人と

一緒
あり

タブレット通訳（注文用

のタブレットが4か国語

対応）

２）長期的に勤務できないことがあるのはバイト

の条件に不適合。グローバル化を意識しているの

で、多言語対応や世界のおもてなしができること

に期待

0/34　人

アパレル N 満足 少ない ー なし
場合に応じて（留学生ス

タッフ含む）

２）抵抗はない。日本語がある程度できるのであ

ればOK。むしろ日本人にはない文化面など、面

白い面がありそう。

1/9　人

アパレル O 満足 少ない ー あり タブレット通訳
２）日本語能力が十分にあれば何も問題ない

むしろ多言語ができるとプラスの印象
0/2　人

アパレル P 不満足 多い
研究者、その他→

話せない人もいる
一部あり

スタッフで対応の意思統

一？（簡単な英単語暗

記、Google翻訳などス

タッフ個人による対応）

２）雇うことに抵抗はなく、むしろGUはグロー

バルな会社なのでもっと留学生の力を借りたい。

外国人客とのコミュニケーションを期待している

が、社会のルールを知り、礼儀を磨いてもらいた

い。日常会話に困らない程度なら日本人と区別な

く雇う。

0/31　人

アパレル Q 満足 多い 留学生→話せる 一部あり

「お一人様一着まで」の

ようなポップは日中英対

応（＋外国語ができるス

タッフ・留学生）

１）日本語でのコミュニケーションは取れるほう

が良い。雇うことに抵抗はなくむしろ助かってい

る。日本人と外国人で雇う際に区別はしていな

い。

10/65　人

アパレル R 満足 多い ー あり

よく使う英語のテンプレ

（＋外国語ができるス

タッフが常時いるように

している）

１）コミュニケーション取れれば日本人との区別

はない。言語面では特に求めることはなく、前向

きな人を雇う。

2/23　人

アパレル S 不満足 多い

留学生→話せる

研究者、その他→

話せない人いる

一部あり

キャンペーン時は外国語

表記あり（＋外国語がで

きるスタッフ・留学生）

１）抵抗はない。日本語で日常会話できるくらい

なら雇う。　　　　面接して生活面に問題なけれ

ば雇う。(時間を守るとか)

2/22　人
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【表への記載基準】 

〇外国人客への対応は満足/不満足 

店の主観を、満足/不満足の２つのみに分ける。 

現状の対策を改善することが、費用便益的にプラスであると考えている場合を「満足」、マ

イナスと考えている場合を「不満足」と定義した。 

 

〇外国人客の頻度 

（コンビニ・スーパー）多い；「1 割」～「半数」/少ない；「１日３、４人」など 

（ファミレス）多い；「１割」～「半数」/少ない；「週４、５組」など 

（アパレル店）多い；「１割」、「毎日」/少ない；「週２，３組」 

 

〇外国人客の属性・日本語能力 

頻度が「少ない」の店は、属性について触れる必要がない 

日本語能力は、・留学生→話せる・研究者→日本人と一緒に来る・定住者→話せない と分

類する。 

 

〇意識的な対応・対応方法 

（意識的な対応）とは、・タブレット通訳・メニューなどの外国語表記・簡単な外国語の研

修・外国語のテンプレート を表す。      

（意識的でない対応）とは、日本人・外国人スタッフ関係なく、外国人客に場合に応じて対

応している場合は、意識的な対応をしていない、と分類する。 

 

〇留学生に対して思うこと 

店の留学生の雇用についての考え方は３パターンに分類する。１．日本人・留学生関係なく、

スタッフに求める能力は同じ２．留学生の多言語能力に期待がある３．過去の経験から、留

学生スタッフに抵抗がある 
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店への報告書 

 

 

 


